
 
 

      流山市   NAGAREYAMA CITY 

 

概 要 

流山市は、千葉県の北西部に位置し、西側の境界を江戸川が流れ、北部を利根運河が流れている自然環境の豊かな、住宅文化

都市です。人口は２０１０年４月１日現在１６２,３６１人で、これまで増加を続けており、今後１０年間も増加を続けると推計しています。 

２００５年８月に新たな鉄道のつくばエクスプレス（ＴＸ）が開通し、都心までわずか２０分で行けるようになりました。ＴＸの開通及び

その沿線開発により、流山おおたかの森エリアを中心に、魅力的なショッピングセンターやその他の商業施設が進出し、新たな居住

地域が形成されました。 

一方で、流山市では、環境保全施策に優先的に取り組んでいます。市内には多くの森が存在することから、我々は都市の具体的

なイメージとして「都心から一番近い森のまち」を掲げています。 

市では、２００６年４月から、市内の豊かな緑を保全し、創出するため、「グリーンチェーン認証」を開発事業に対し与えています。

これは「グリーンチェーン戦略」と呼ばれる施策の一環で、流山市の極めてユニークな施策の一つです。市では、建物を建てる際に、

市民が自然を楽しめるよう、またヒートアイランド現象を防止するため、適切に緑を配置するよう推奨しています。このグリーンチェー

ン認証を受けることにより、認証物件の購入者は、市内の金融機関から優遇金利の融資が受けられます。 

市のシンボル的な動物であるオオタカは、市の中心部に位置する市野谷の森に棲んでいます。ＴＸの駅の名称にもなっている

「おおたかの森」とは、オオタカが棲む森という意味で、森の近くに快適な居住空間や高層マンション群が開発されたにもかかわらず、

このおおたかの森には多様な生態系と豊かな自然環境が保全されています。したがって、この地区に住む市民は、都市化された街

の便利さと同時に、美しい自然や環境を享受できるのです。 

 

戦 略  ＣＯ２排出量の削減に向けた流山市の取組 

本市においては、２００６年３月に「流山市地球温暖化対策地域推進計画（ストップ温暖化！ながれやま計画）」を策定し、温室効果

ガス排出量の削減に取り組んできました。しかしながら、温室効果ガス排出量は、２００７年度（平成１９年度）で７１万６千トンとなり、

京都議定書の基準年（１９９０年度）の排出量５８万８千トンと比較すると、２２％の増加となりました。この増加率は、全国の増加率を

大きく上回っています。 

首都東京のベッドタウンとしての都市化の進展により、１９９０以降市の人口は増加を続けており、特にＴＸが開通し、市が沿線開

発を本格的に開始した２００７年以降は、より急激な増加を示しています。 

市の将来人口推計によれば、市の人口は依然として増加を続け、２０２０年には１８１，０００人に達し、現在より約２０，０００人増加

します。加えて、商業施設や民間企業の進出が見込まれるため、ＣＯ２の排出量も大幅に増加します。ＣＯ２排出量の削減に関する

将来の行動計画を策定するに際しては、こうした本市の地域特性を考慮する必要があります。 

 

 流山市では、流山市環境審議会での数度にわたる審議やパブリックコメント手続きを経て、２種類の実行計画を策定し、公表しまし

た。一つは「地球温暖化対策実行計画（地域全体編）」であり、もう一つは「地球温暖化対策実行計画（市役所編）」です。 

 市では、環境審議会答申をもとに、ＣＯ２排出量に関する短期、中期の目標を以下のとおり決定しました。 

1.  ２０１２年までに２００７年比で９％削減する 

2.  ２０２０年までに２００７年比で２０％削減する 

 

本市のＣＯ２排出量は、京都議定書の基準年である１９９０年度（平成２年度）以降増加傾向にあります。 

ＣＯ２排出量の推移を部門別に見ると、基準年と比較し、商業・サービス・事業所等の民生業務部門が７６％増、民生家庭部門が６

４％増となっています。これらの２つの部門で２００７年排出量全体の４６％を占めており、今後もＴＸ沿線の開発により増加が続くと

見込まれることから、運輸部門とともにこれらの２つの部門からのＣＯ２排出量を削減することが、流山市にとって非常に重要です。 



 
 

地球温暖化対策実行計画の実施 

 短期、中期の削減目標を達成するため、市では実行計画において６つの重点プロジェクトを決定しました。これらの重点プロジェク

トの概略は以下のとおりです。 

1.  環境家計簿普及プロジェクト 

地球温暖化問題に取り組むきっかけとし、またＣＯ２排出量の「見える化」を図るため、市では「環境家計簿」の家庭における普及 

を図り、低炭素型のライフスタイルへの変革を促進します。 

2.  環境マネジメントシステム導入プロジェクト 

全ての事業者が環境マネジメントシステムを導入し、環境負荷の少ない事業活動へ変革を促進するよう、市は事業者を指導しま

す。 

3.  再生可能エネルギー利用プロジェクト 

太陽光発電を中心とした再生可能エネルギーの導入により、ハード面から低炭素型のまちづくりを促進します。 

4.  ながれやま交通改革プロジェクト 

公共交通機関の利用や自転車の活用などにより、自動車の利用を可能な限り抑制します。 

5.  ケロクルタウン(循環型社会）形成プロジェクト 

日常生活や事業活動におけるごみの減量・資源化を推進し、循環型社会の形成を目指します。 

6.  二酸化炭素吸収源対策プロジェクト 

緑地の整備や保全、グリーンチェーン戦略を推進し、緑豊かなまちを目指すとともに、二酸化炭素の吸収源対策を図ります。 

 

 
花と緑を愛するひとが隣りあう流山のまち 

 

 

利根運河 

 

 
市野谷の森（おおたかの森） 



 
 

 
美田自治会の鮮やかな緑のカーテンと自治会の皆さん 

 

 
市内を走るぐりーんバス 

 

 

 

Photo Gallery ▶ 英語サイトへ 

http://www.unep.org/climateneutral/Default.aspx?tabid=986 


